
WOOD DREAM DECK
WOOD CHANGE! ODATEウェビナーシリーズ（第24回）
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「したいこと」を地域の木で叶えるプログラム
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東日本大震災以降のボランティア活動
→人とテクノロジーの在り方を考える

伊藤 淳 ATSUSHI ITO
TIS株式会社 DXクリエイティブデザイン部 Creative Director

TURNS（2021年10月号 vol.48）の表紙に掲載

楽しいバイクが作りたい
→本田技研工業 入社

若者が気軽に楽しめるバイクをつくりたい

環境にやさしいバイクを作りたい
進展国の経済発展に貢献したい
→世界初バイオエタノール100%で
も走るバイク

2000

2006

2009

2011

2017
人とテクノロジーのインタラクション
デザインの研究→部署異動

人口減少社会におけるテクノロジーの在
り方の研究→当事者しか分からないこと
がある→埼玉県横瀬町に移住

2019.5

2019.10人のココロを動かす＝モビリティの追求
→TISに入社

論⽂
• SAE2009-32-0044 / JSAE20097044 「Flexible-Fuel System for Small Motorcycle」
• SAE2011-32-0570 / JSAE20119570 「Research on Clogging Mechanism of Multilayered 

Fuel Filters and Extension of Filter Life Span in Ethanol Blended Fuel」
SEA journal掲載 → https://www.jstor.org/stable/26272911?seq=1/analyze

• SAE2013-32-9047 / JSAE20139047 「Development of Plastic Fuel Hose with Pressure 
Pulsation Reduction」
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スローガン①『横瀬町をイチバン楽しむ町民』
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⼈を集めない集客（21年1−2⽉）
「ちちぶクエスト」

歩かないと⾷べられない幻のメニュー
（21年12⽉−22年3⽉）

「ASTARIヨコゼウォーク」

スローガン②『ITテクノロジーで地域をもっと楽しく』
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WOOD DREAM DECK
をTISがやる意味
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TISは、DXを3つの領域で捉えています。
デジタルを活⽤して、これからの社会に、お客様の事業に、⾃⾝の会社内部に、新たな価値の好循環
を⽣んでいく。それが、TISが⽬指すDXの姿です。

社会を変える、ビジネスを変える、自らを変える。TISのDX
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社会DXは、「ムーバーとして未来の景色に鮮やかな彩りを」というTISの基本理念の中核となる領域で
す。 TISでは、社会のよりよい未来を創出するため、4つの社会課題の解決に重点を置き、お客様の事
業支援にとどまらず、自ら主体となって事業を展開しています。

社会DX(社会課題解決型サービス事業) TISが取り組む4つの重点課題
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地方の活性化

地域の活性化に貢献

低・脱炭素化

環境が維持する社会づくり

森林を地域の資源にし
経済循環を生み出す

得た利益を森林再生に還元

森林資源の
循環利用のGXを
IT技術で促進

・・・

・・・

「WOOD DREAM DECK」は、地域に眠る森林資源の循環利用をIT技術によって促進することで、地
域の経済循環と森林再生の両立を目指すプログラムです。

WOOD DREAM DECKが解決する社会課題
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WOOD DREAM DECK
が解決したい課題①
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60 66

Q 気候変動対策アクションを行うことであなたの生活はどうなりますか？

日本の答え
生活の質が下がる

海外平均の答え
生活の質が上がる

% %

2021 気候変動に関する国際意識調査（PEW）

©2023 TIS Inc. 13

https://www.pewresearch.org/global/2021/09/14/in-response-to-climate-change-citizens-in-advanced-economies-are-willing-to-alter-how-they-live-and-work/


気候変動対策アクションへの意識
環境のために「我慢する」「節約する」「できることから」
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気候変動対策アクションへの意識
自分のために「したいことから」
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その願いを叶えて
結果として、環境が良くなったら
ポジティブな気持ちで
環境対策アクションに向き合える
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WOOD DREAM DECK
が解決したい課題②
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国⼟の68%が森林
日本の森林は50年以上面積が変化していない

体積がどんどん増えている
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密集しすぎて痩せ細ったスギの林
光が届かず下草も生えない
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日本の森林のおよそ半分は人工林で、放置林や未利用間伐材が問題
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WOOD DREAM DECKが解決したい課題

①環境アクションのマインドをポジティブ化

環境を守るアクションは、
「我慢する」「節約する」「やらなきゃいけない」
このようなネガティブな感情が日本では蔓延。

日本の国土の70%が森林。
その半分を占める人工林の木の多くが、眠ったまま
高齢化の一途を辿っている。

②地域に眠る森林資源の循環活用

環境のために「できること」ではなくて、自分のため
に「したいこと」からポジティブ考え始めてみる。

地域の森林を資源と捉え、活用しつつ植え替えてい
く文化とコミュニティーを形成する。

環境のために「できること」ではなくて、自分のために「したいこと」から考え始めて、その願いを地
域の木を使って叶える。結果として森林環境が良くなったら、ポジティブな気持ちで環境アクションに
向き合えるようになる文化をつくり浸透させる。

掛け合わせ

2021 気候変動に関する国際意
識調査（PEW）

環境対策のために「生
活に変化を起こした
い」と答えた割合が先
進17カ国中で日本は最
下位

↓↓
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WOOD DREAM DECK
が取り組む３つのアクション
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①森林資源をつかって「したいこと」を叶えるオンラインの場づくり
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②森林と人の関わりを増やす・拡げる

森林活⽤

森林保全
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③地域木材製品の付加価値を上げ再造林に還元する

©2023 TIS Inc. 29



埼玉県横瀬町での取り組み内容
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2023年3月21日から埼玉県横瀬町にて官民連携でスタート

©2023 TIS Inc. 31



WOOD DREAM DECKの横瀬町でのオンラインコミュニティーのアーキテクト

web3サービスを活用し低コストで自律分散的なコミュニティー運営を実施

funding

incentive

communication

共通トークン

『DONGRI』

ETH MATIC

ロールの管理・付与

森林関連プロジェクトの起案・参加

NFT販売で運用資金集め

個別トークン

『OCOMORI』

運営資金

コミュニティマネージメント

ロールの付与

貢献報酬

運営メンバー 参加者

NFT販売で支援金集め・価値交換

￥
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WOOD DREAM DECKのオンラインコミュニティーの様⼦
コミュニケーションサービスのDiscordを活⽤し、⽊を使って「したいこと」のアイデアや、プロジェクトの⼿伝いを募集

Discordサーバー内に
オンラインコミュニティを形成

プロジェクト別にチャンネルをつ
くり、それぞれで活動を推進して
いる

8⽉現在132⼈が参加
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WOOD DREAM DECKの活動貢献のインセンティブ(報酬)

ブロックチェーン基盤にてトークンを作成し、森林への関わりに応じた報酬としてポイントのように付与することで活動の活性化を狙う

共通トークン
『DONGRI』

◆獲得条件
• Discordにwallet登録
• Discord内の投稿数(レベルアップ)
• 各プロジェクトへの参加
• ⽊の活⽤アイデア採⽤

1 DONGRI：正式メンバー認定

2 DONGRI：横瀬町のたてラボで、地域の⽊で作った合板1枚と、1枚ぶんの
Shopbot加⼯をプレゼント（初回限り）

5 DONGRI：横瀬町のたてラボで、地域の⽊で作った合板1枚と、1枚ぶんの
Shopbot加⼯をプレゼント

◆報酬

コントラクトID：0xA822200A9E40C6767Ec21cBCdf61bAD998c4ab21

個別トークン
『OCOMORI』

◆獲得条件
• ocomoriサウナ組み⽴ての助っ⼈に来ると1回あたり1〜
2OCOMORI獲得

1 OCOMORI：ocomoriサウナのオープン前試運転の時にサウナに⼊ることができる

2 OCOMORI：ocomoriサウナが完成した後のオープニングイベントに参加すること
ができる

4 OCOMOTRI：ocomoriに1泊2⽇のモニター宿泊ができるようになります。５⼈ま
で宿泊できる

◆報酬

コントラクトID：0xF7600D690448841EF5CE1Fe073fB63A2b2F90952
■森林に関わる活動貢献のインセンティブに2種類のトークンデザイン

共通トークン・・・森林に関わる全てのプロジェクトで配布されるトークン

既存サービス類似例：Tポイント、楽天ポイント

個別トークン・・・個別のプロジェクトで配布されるトークン

既存サービス類似例：ヨドバシポイント、マツキヨポイント

■トークン配布イメージ
■配布トークン（種類や報酬は常にアップデートする）
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WOOD DREAM DECK
のアウトプット
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WOOD DREAM DECKの成果

150人
オンラインコミュニティー参加人数

14プロジェクト

コミュニティー内で
立ち上がったプロジェクト数

15種類 24個

地域の木を使って「したいこと」
アウトプット数

2440kg
活用した地域木材の量

■開始8ヶ月の成果

参加者属性(抜粋)

• 地方自治体職員

• 地域内外の家具職人

• 地域内外の製材工場

• 地域外の林業関係者

• 地域内外の工務店

• 森林関連のスタートアップ

• web3スタートアップ

• 新産業アクセラレーター

• 森林活用/保全に関心のある人

• 地域内外住民 など

プロジェクト(抜粋)

• みんなで入るサウナをつくる

• ミーティングブースをつくる

• お祭りの給水車をつくる

• 間伐材でツリーハウスをつくる

• Shopbotで好きなものをつくる

• 森のデジタル化

• ドングリを使った商品開発

• 森林関連のツアー開発 など

アウトプット(抜粋)

• みんなで入れるサウナ

• ミーティングブース

• フラワースタンド

• ティッシュボックス

• キャンプグッズ

• オーディオラック

• 空気清浄機カバー

• ハンガーラック

• 電源不要のスピーカー など

横瀬町「たてラボ」のCNCルーター
で地域材の合板を加工

85人以上

WOOD DREAM DECKを通じた
横瀬町来訪者数
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ocomoriサウナ 達成度

したいこと「みんなで入るサウナを作りたい」

横瀬町に今年オープン予定の宿泊施設「ocomori」にみんなで入れるサウナを地域材の合板で作成
（2023年6月完成）
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2023年6月5日 ocomoriサウナ完成記者発表
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合板を使ったログ材『ITaLOG』による小屋サウナ製作

2023年10月5日発表 

特許出願中

©2023 TIS Inc. 39



2023年11月24日発売 学研 「大人の科学 マガジン」に掲載
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特許出願中

流体工学の知見を活かして「常軌を逸した蒸気」を発生させる構造
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エリア898のミーティングブース

したいこと「みんなが集まる場所でもミーティングがしたい」

横瀬町のコミュニティースペース「エリア898」に、人目を気にせずオンライン会議ができるブースを地域材の合板で作る
（2023年9月完成）

金輪継ぎで合板を接合し柱パーツを製作柱パーツは木組でビス無しで組み立て可能

達成度
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個人のしたいこと

達成度

したいこと「自分の暮らしに合うものを自分でつくりたい」

キャンプ用品ボックス あられ組のティッシュボックス フラワースタンド 木が香る電気スタンド スパイスホルダー

AIが考えたハンガーラック 電源不要のスマホスピーカー ウォータージャグスタンド オーディオラック
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ENgaWAのテーブル

達成度

したいこと「人数に応じて大きさが変わるテーブルで食事したい」

横瀬町の地域食材の開発拠点「ENgaWA」に、人数に応じて大きさを変えられるテーブルを、みんなからアイデアを集めて作成する。
（2023年10月完成予定）
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花咲山ツリーハウス

達成度

したいこと「ツリーハウスで子どもたちと遊びたい」

横瀬町の花咲山の遊歩道脇に間伐材を活用してみんなでツリーハウスをつくる
（完成時期未定）

※揚煙届けを提出し
消防士立ち会いのもとで実施
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WOOD DREAM DECKのメディア露出（23年11月時点 110媒体）

■メディア掲載実績
読売新聞 日刊 (6/9)

埼玉新聞 日刊 (6/10)

出光興産WEBメディア
「イクタス」(5/19)

環境ビジネス (2023夏号)

Yahooニュース 秩父経済新聞 (３/24)

電波新聞DIGITAL (3/27)

環境ビジネスオンライン (3/28)

ダイセルWEBメディア「Bipass」(近日公開)

学研「大人の科学」(11月発売)

フロサウナ (5/25)

朝日新聞 日刊 (6/15)

日本経済新聞 (３/20)

IoTnews (3/20)

マイナビニューズ (3/20)

日経×TECH ACTIVE (3/20)

NFT Media (3/20)

The Green Economy(３/20)

DIGITAL SHIFT TIMES (3/22)

いまをアルク (4/7)

オソトイコ (5/25)

NFT TIMES (5/25)

その他

TISとのタッチポイントの多いIT系メディアはもちろん、紙媒体でも地域の森林資源活用の意義を幅広く周知させた

©2023 TIS Inc. 46



WOOD DREAM DECK
の目指す未来
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WOOD DREAM DECKの目指す未来

web3などのITテクノロジーを活用し、地域の木を使って「したいこと」の願いを叶えるサポートを実現

3/21に横瀬町でスタートし検証中

2023年度中にアウトプットを増やすリサーチ中

パートナー連携による模索中
今後は、さらに人と森の距
離を縮めながら森林資源の循
環利用を促進するエコシステ
ムの構築を進め、web3などの
ITテクノロジーが貢献できる
領域の拡大によって、より森
林が地域にとって重要な経済
圏となることと環境保護の両
立を目指していきます。ま
た、本プログラムによる環境
保全効果を明確にしていき、
カーボンクレジットや生物多
様性クレジットの生成による
ビジネスモデルも検討してい
きます。
最終的には、横瀬町のみな
らず、森林の課題を抱えてい
る日本の多くの自治体への展
開も進め、あらゆる領域の
パートナーと共創関係を構築
しながら、サスティナブルに
関心の高いZ世代なども巻き込
み、森林資源の循環利用を日
本の文化として浸透させてい
きます。

■目指す未来
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個人の願いと森林をつなげる

Forester Japan(仮)

森林業界同士や需要者をつなげる

2024年度の方針

個人の「したいこと」を木で叶えるWOOD DREAM DECKは、森林関連プレイヤーから多くの共感と信頼を得ることができました
今後は歩み寄ってきてくれた森林プレイヤーや様々な事業体と具体的な共創関係を構築していきます

消費者のマインドセット・文化づくり 新しい価値・ビジネスづくり

↓ ↓
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2024年度に取り組むべき課題

森林 川中 川下

これまで接点のなかった需要者

森林の
利用価値を
高める

消費者川上

②

①

③

林業の縦割り構造を超えて川上から川下さらに
消費者までつなげ森林の利用価値を高める① 接点の無かった需要者と供給者をつな

げ、高単価で木が売れる機会をつくる ② 国産木材の高付加価値化と森林への利
益還元③

森林所有者や、
素材生産事業者
などの供給者

原木を加工する
修正材工場やプ
レカット工場な
ど

住宅メーカー、
工務店、製紙工
場、発電・熱利
用などの需要者

WOOD DREAM DECKを通じて見えてきた森林業界の課題とTISが事業として解決に貢献できそうなポジション
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CONTACT
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TIS 森林



SNSフォローお待ちしてます！

wood_dream_deck @wood_dream_deck

Instagram X(Twitter)
様子を見たい人 情報が欲しい人
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